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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （第34相 ）

平 成30年5月24日 （木 ）午後1時 半 ～4時

衆議院第二議員会館 地下1階 第4会 議室

千代 田区永 田町2－1－2

◇ 国会議 事堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）① 番 出 口よ り4分 、永 田町

駅 （有 楽町線 ・半蔵 門線）① 番 出 口よ り下車3分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて 、通 行証 を差 し上 げます。 その時刻前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロ ビー にて お待 ち下 さい。 会

議 開始後 にお越 しの方 は、受 付 に 「第4会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 「環 境問題 につ いて、昨今 、思 うこと」

挨拶 坂本 忠彦環境技 術委員 長

2、 窒 化チ タ ンを用 いた太陽光 エネル ギー の利用

解説 石井智物 質材料研 究機構 主任研 究員

3、 『環境 技術関連 ニ ュー スNO．169』

解 説 中島稔 科学技 術部会 長

報 告 去 る4月19日 開催 の第346回 環境 技術委員 会 は、坂本 忠彦 委員

長 が議 長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本委 員長 よ り、 「環境 問題 に

っい て、 昨今 、想 うこ と」 と題 して 開会挨拶 があ りま した。東 京 は、

平 年 に比べ 雨が少 ない。 また、桜 もあっ とい う間 に散 って しま った。

これ らも温暖化 の影響 ではない か と考 えてい る。 さて、今 回のテー マ

は下水汚泥 か らの リン回収で あ るが、江戸 時代 は、糞尿 を回収 し、近

隣の 田畑 で利用す るシステムが機 能 してい た。 同 じ時代 に ヨー ロ ッパ

が汚物 を窓 か ら捨 ててい た のだか ら、衛生 面 で は格 段 の違 いが ある。

現代 で も、汚泥 の有効 利用 は必 要 な技術 だ。

次 に、清原淳 平 専務 理 事 よ り、 当 日の講師 ・遠 山岳史 日本 大学理 工学部教 授

の経歴紹介 が あ りま した。次 に、遠 山教授 よ り、「二酸化炭 素 で下水汚泥 焼却灰

か らリンを同収 す る技 術 」 につい て解説 が あ りま した。 リン資源 は、作 物 の肥

料 として ほ とん どが使 われ 、それ を人 間が食 べ、最 終的 に し尿 とな る。 そ の し

尿 か ら再び リンを回収 で きれ ば、外 国か らの輸 入量 を減 らす こ とがで き る。 た

だ、下水 には様 々 な不 純物 が含 まれ てお り、不 純物 除去 に係 るコス トを気 に し

て回収 は ほ とん ど行 われ て いない。 下水 汚泥焼却灰 には、 カル シ ウム を中心 と

した粒 子 の表 面 を リン化 合 物 が覆 ってい る ものが ある。 これ を、Co2吹 込 み法

（Co2が水 素 を取 り込 み炭 酸水素塩 とリン酸 が生成 され る） を使 って とかせ ば、

リン酸 を取 り出す こ とがで きる。肥 料 に適 さない金 属 は溶 けない ので、 そ のま

ま肥料 として使 うこ とが でき、 コス トも抑 え られ る。 鉄 の生産で で きる副生物

のス ラグに も多 くの リンが含 まれ てお り、 これ に応用 す る方法 も考 えて い る。

次に、 中島稔 科 学技術 部会長 よ り、『環境 技術 関連 ニ ュー一スNo．168』 の解説

があ りま した。今 回 は、○環境 省 、2050年 までに、温室効 果 ガス削減 の ため の

脱炭素技 術確 立の必 要性 を強調。石炭火 力発 電新設や 原発 の活用 を め ぐって は、

経産省 との対立構 造 も浮 かんでい る。OCO2を メタ ノール や ギ酸 、一酸化 炭素

な どの有用 化合物 に還 元す る技術。 ○鉄 を作 る とき に生 じるCo2の3割 削減 に

道 筋。 水素 を吹 き込 む方法 に よる。 ○廃 太 陽光 パネル の処理 技術 。 ○電気 自動

車 の使 用済 み リチ ウムイオ ン電池 の再製 品化。 ○南鳥 島沖 で レアア ース が世 界

需要 の数 百年 分 あ るこ とが判 明。 特殊 な装 置 で2．6倍 の濃 度 で採 取す るこ とが

可能。 ○ア ンモニ ア を効 率的 に燃焼 させ 、有害 ガス を生成 しない触 媒 にす る技

術。酸化 アル ミニ ウム と二酸化 ケイ素 の化合 物 に酸 化銅 を固定 した もの を触媒

として使用 した。 電力 変換装 置 に用 い る と優 れた省 エネ性 能 を発 揮す る半導体

素子開発 に、 あ る企業 が600億 円をか け世界 シェア30％ を 目指す。 な どの解

説 が あ り、一 同大 い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつき、当 日会費千 円にご協力 をお願い申 し上げます。

次回、5月24日 （木） の環境技術委員会 に

（いずれかに○印）

テロ対 策 へ の警 備 からの 要 請上 、会 員 に限 ります 。

非会員 で参加 希望者 は、2日 前 までに履歴書 をご提 出下さい。

（そ の際の当 日会費は二千円とな ります。）
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